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制
度
検
討
開
始
10
年
の
昨
年
12

月
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北

海
道
推
進
協
議
会
主
催
の
「
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
〜
深

化
〜
全
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

２
」
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ル
ー
ト
の
見
ど
こ
ろ
の
美
し
い

パ
ネ
ル
写
真
、
映
像
、
特
産
品
、

美
味
し
い
も
の
、特
徴
的
な
活
動
、

体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
展
示
し
た

り
発
表
も
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
グ

ッ
ズ
配
布
、
名
産
の
お
菓
子
の
試

　
「
日
本
風
景
街
道
」
は
、
景

観
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
や

観
光
立
国
の
き
っ
か
け
に
と
２

０
０
６
年
に
登
録
開
始
し
た
道

路
空
間
づ
く
り
の
取
り
組
み
。

地
域
住
民
や
企
業
、
行
政
が
連

携
し
て
景
観
形
成
な
ど
に
当
た

る
。
導
入
の
先
駆
者
は
北
海
道

だ
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
を
参
考
に
、
北
海

道
で
制
度
検
討
が
始
ま
っ
て
10

年
。
今
年
３
月
現
在
全
国
１
３

０
ル
ー
ト
が
登
録
。
北
海
道
に

は
11
ル
ー
ト
あ
り
、（
８
月
現

在
）
新
た
な
候
補
も
３
ル
ー
ト

あ
る
。
風
景
街
道
運
動
の
先
駆

け
の
誇
り
か
ら
、
北
海
道
で
は

今
も
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
」
と
呼
ぶ
。
ど
う
し
た
ら
み

ん
な
が
連
携
で
き
る
か
。「
ひ

ろ
が
る
・
つ
な
が
る
」
を
目
指

す
、
北
海
道
の
心
意
気
と
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

　

国
土
交
通
省
や
首
都
圏
１
都
６
県
な
ど
が
毎
年

持
ち
回
り
共
催
し
て
い
る
「
利
根
川
水
系
連
合
水

防
演
習
」
が
５
月
、
千
葉
県
香
取
市
佐
原
口
地
先

の
利
根
川
右
岸
で
行
わ
れ
、
一
般
社
団
法
人
千
葉

県
建
設
業
協
会
の
鈴
木
雅
博
会
長
は
じ
め
、
同
香

取
支
部
か
ら
33
人
が
参
加
し
た
。
中
に
、
万
感
の

思
い
を
込
め
て
臨
ん
だ
支
部
長
の
石
井
工
業
株
式

会
社
代
表
取
締
役
、
石
井
良
典
さ
ん
（
58
）
の
姿

が
あ
っ
た
。。
格
別
の
思
い
は
東
日
本
大
震
災
に

起
因
す
る
。
会
社
は
演
習
会
場
の
す
ぐ
近
く
。
同

市
佐
原
地
域
は
実
は
、
３
・
11
の
大
地
震
に
よ
る

液
状
化
現
象
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

石
井
さ
ん
も
大
揺
れ
で
傾
い
た
事
務
所
を
必
死

に
逃
れ
、
小
高
い
堤
防
か
ら
付
近
を
見
回
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
道
路
や
橋
が
陥
没
し
、
車
が
噴
出
土

砂
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
足
元
の
堤
防
の
ひ
び
割
れ

に
気
付
い
た
時
は
「
地
獄
を
見
た
よ
う
な
」
気
が

し
た
。
後
で
堤
防
の
ひ
び
割
れ
は
約
２
７
０
カ
所

食
な
ど
楽
し
さ
と
活
気
溢
れ
る
交

流
と
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

活
動
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た

３
氏
が
10
年
を
振
り
返
り
、
成
果

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
今
後
の
夢
な
ど

熱
い
思
い
を
語
っ
た
。

　

石
田
東
生
筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム

情
報
系
社
会
工
学
域
教
授
は
「
シ

ー
ニ
ッ
ク
で
人
生
が
豊
か
に
な
っ

た
と
感
じ
る
。
守
り
た
い
の
は
シ

ー
ニ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
、
風
景
、

景
色
だ
。景
色
は
人
々
の
暮
ら
し
、

元
気
、
気
持
ち
、
町
の
活
発
さ
、

産
業
、
森
や
水
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
。
美
し
く
元
気
な
田
舎
の
本
当

の
意
味
を
守
ろ
う
。
公
共
事
業
や

道
路
は
無
駄
、
な
ど
の
思
い
込
み

や
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
道
外
に
移
出
す

る
な
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
若
い
仲
間
や
ビ
ジ
ネ

ス
、
各
ル
ー
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
を
創

ろ
う
。
人
が
往
来
し
、
気
持
ち
や

情
報
が
通
い
、
金
や
物
も
行
き
来

３・11 復旧体験生かし 千葉建協香取支部の石井支部長

冬の北海道も格別な趣が

和泉晶裕氏

石田東生氏

原文宏氏

トークセッション 各ルートが自慢の活動を披露

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が

手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ

に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ

続
い
て
い
く
こ
と
を
表
現
し
た
。

 北海道のシーニックバイウェイ

も
あ
っ
た
と
知
り
、

ぞ
っ
と
し
た
。

　

携
帯
電
話
は
通
じ

ず
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

も
止
ま
っ
て
ぼ
う
然

と
立
ち
す
く
ん
だ
。

幸
い
家
族
や
社
員
50

人
の
安
否
が
何
と
か

確
認
で
き
、
翌
日
か

ら
直
ぐ
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
る
市
や
国

交
省
の
出
先
機
関
に

駆
け
付
け
、
近
隣
や

受
け
持
ち
区
域
の
道

路
、
橋
、
堤
防
の
被

害
を
点
検
し
て
回
っ

た
。
昼
夜
を
問
わ
ず

被
災
個
所
復
旧
工
事

に
追
わ
れ
、
修
復
不

能
な
自
社
事
務
所
は

取
り
壊
し
、
プ
レ
ハ

ブ
社
屋
で
し
の
い
で

き
た
修
羅
場
体
験
の

複
雑
な
思
い
が
身
体

に
焼
き
付
い
て
離
れ

な
い
の
だ
。

被
災
し
た
利
根
川
堤
防
の

道
路
（
３
・
11
当
日
）
＝

写
真
右
＝
と
利
根
川
堤
防

の
道
路
の
応
急
補
修
（
翌

3
・
12
）
＝
同
左

す
る
の
が
道
。
そ
れ
を
具
体
化
す

る
技
と
体
制
を
行
政
、
学
校
、
企

業
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
次
の

10
年
で
創
っ
て
ほ
し
い
」
と
総
括

し
た
。

　

和
泉
晶
裕
国
交
省
北
海
道
開
発

局
道
路
計
画
課
長
は
「
ス
タ
ー
ト

か
ら
地
域
が
主
体
、
行
政
は
黒
子

と
考
え
た
。
人
と
会
い
、
話
し
、

食
べ
た
り
飲
ん
で
理
解
し
合
う
機

会
を
守
り
、
楽
し
く
続
け
て
い
き

た
い
。
変
化
へ
の
恐
れ
、安
住
感
、

形
骸
化
、
前
例
主
義
は
じ
め
批
判

や
排
除
、
縄
張
り
な
ど
は
壊
し
た

い
。
原
点
に
返
り
美
し
い
道
路
景

観
や
安
全
性
を
地
域
と
一
緒
に
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

新
し
い
人
材
を
創
ろ
う
。
次
の
10

年
も
話
し
て
飲
ん
で
食
べ
、
知
恵

を
絞
っ
て
進
め
よ
う
」
と
力
説
。

　

現
場
に
詳
し
い
原
文
宏
一
般
社

団
法
人
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
執
行
理
事
は

「
統
一
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。

地
域
の
提
案
や
要
望
に
ノ
ー
と
言

わ
ず
、
ト
ラ
イ
し
て
か
ら
話
し
合

う
姿
勢
で
、
地
域
ご
と
の
様
々
な

課
題
を
一
つ
ず
つ
一
緒
に
や
っ
て

き
た
。
そ
の
重
み
と
歴
史
を
大
切

に
中
間
支
援
と
し
て
の
機
能
と
人

を
守
っ
て
い
く
。
長
く
続
く
に
は

単
純
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
難
し

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心
的
な
活

動
体
制
を
見
直
し
た
い
。
分
野
の

垣
根
を
除
く
有
機
的
な
結
び
つ
き

が
重
要
だ
。
若
者
が
参
加
し
や
す

く
継
承
し
や
す
い
環
境
を
創
り
た

い
。
最
終
的
に
は
交
流
人
口
や
雇

用
を
増
や
す
。
シ
ー
ニ
ッ
ク
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
が
必
要
。

一
生
続
け
る
覚
悟
で
と
り
組
む
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

札
幌
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

４

上杉弘幸店長

約20㌶の敷地に大きな弥五郎どん銅

像、多目的グラウンド、温泉等を備え、家族で１

日過ごせます。物産館は「やごろう豚」の精肉・

加工品が目玉で、夏は弥五郎スイカもよく出ます。

レストランのイチオシも、「やごろう豚（どん）」

料理。しゃぶしゃぶが大好評です。
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ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
表
彰

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を
評
価
し

た
「
ベ
ス
ト
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１

１
」
を
発
表
。
最
優
秀
賞
「
学
校

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
（
南
十

勝
夢
街
道
）」
▽
優
秀
賞
「
地
域

情
報
受
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
萌

え
る
天
北
オ
ロ
ロ
ン
ル
ー
ト
）」

▽
審
査
員
特
別
賞
「
雪
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ(

大
雪
・
富
良
野
ル
ー

ト)

」「
礼
文
島
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
宗
谷
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
）」「
は
こ
だ
て
花
か
い
ど

う
（
函
館
・
大
沼
・
噴
火
湾
ル
ー

ト
）」「
シ
ー
二
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ーin

南
区
２
０

１
１
（
札
幌
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
藻
岩
山
麓
・
定
山
渓
ル
ー
ト
）

を
選
ん
だ
。

　

最
優
秀
賞
の
南
十
勝
夢
街
道
の

三
浦
祥
嗣
代
表
は
「
学
校
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
は
、
授
業
の
中

で
子
供
た
ち
が
春
夏
秋
冬
を
通
じ

自
分
の
町
の
良
さ
を
他
地
域
の
人

に
ど
う
紹
介
し
、
ど
う
説
明
す
る

　

民
間
企
業
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
強
め
、
シ
ー
ニ
ッ
ク

バ
イ
ウ
ェ
イ
の
活
動
を
強
固
に
し

よ
う
と
、
企
業
と
の
「
包
括
連
携

協
定
調
印
式
」
も
行
わ
れ
た
。

　

高
向
巌
推
進
協
議
会
会
長
は

「
民
間
団
体
や
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
す
試
み
を
一
層
推
進
す
べ

く
協
定
を
結
ぶ
。
定
年
退
職
者
の

増
加
、
北
海
道
新
幹
線
函
館
開
業

で
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
者
が
一
気
に
増

え
る
。
協
定
に
よ
り
私
た
ち
の
努

力
が
大
き
く
花
開
く
だ
ろ
う
」
と

調
印
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。

か
考
え
実
行
し
て
、
頭
に
刻
ま
れ

る
よ
う
願
う
取
り
組
み
。
私
た
ち

の
後
を
引
き
継
い
で
く
れ
た
ら
と

期
待
し
、
学
校
と
の
協
力
で
地
道

に
行
っ
て
い
る
」
と
、
受
賞
の
喜

び
を
述
べ
た
。

　

優
秀
賞
の
萌
え
る
天
北
オ
ロ
ロ

ン
ル
ー
ト
の
西
大
志
代
表
は
「
暮

ら
し
の
中
に
あ
る
情
報
を
発
信
・

受
信
し
な
が
ら
当
ル
ー
ト
ら
し
い

あ
り
方
を
模
索
し
、
心
こ
も
る
手

作
り
マ
ッ
プ
で
地
域
を
表
現
し

た
。
ル
ー
ト
の
大
勢
の
人
た
ち
の

協
力
で
作
り
上
げ
、
思
い
が
詰
ま

っ
た
マ
ッ
プ
だ
」
と
話
し
た
。

　

石
田
東
生
審
査
委
員
が
「
最
優

秀
賞
の
学
校
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
は
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
輪

を
広
げ
る
取
り
組
み
を
評
価
し
た

が
、
他
の
ど
の
取
り
組
み
に
も
思

い
が
あ
ふ
れ
評
価
は
紙
一
重
。
10

年
目
以
降
も
共
に
頑
張
ろ
う
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
演
習
も
単
な
る
訓
練
と
思
え
ず
、

他
人
事
で
は
な
い
と
率
先
し
て
参
加
し
た
。
演
習

は「
は
ん
ら
ん
水
が
危
険
水
位
を
越
え
堤
防
亀
裂
、

漏
水
が
始
ま
っ
て
い
る
」と
い
う
想
定
だ
っ
た
が
、

現
実
の
堤
防
決
壊
切
迫
の
よ
う
に
感
じ
、
支
部
メ

ン
バ
ー
33
人
と
も
ど
も
、
夢
中
に
な
っ
て
土
の
う

を
10
分
で
積
み
上
げ
た
。

　

演
習
は
、
避
難
勧
告
広
報
訓
練
、
避
難
訓
練
、

水
防
支
援
活
動
、
簡
易
水
防
工
法
、
災
害
派
遣
、

炊
き
出
し
訓
練
、
救
出
・
救
護
訓
練
な
ど
、
淡
々

と
進
ん
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
無
く
緊
張
感
を
持
っ

て
訓
練
を
続
け
た
と
い
う
。

　

日
本
列
島
は
今
年
、
関
東
、
中
国
、
四
国
地
方

な
ど
で
記
録
的
猛
暑
、
少
雨
が
続
き
渇
水
危
機
も

懸
念
さ
れ
た
反
面
、
九
州
や
東
北
、
北
陸
、
中
国

地
方
の
よ
う
に
大
雨
洪
水
警
報
が
頻
繁
に
発
令
さ

れ
、
水
害
を
心
配
さ
れ
た
地
域
も
少
な
く
な
い
。

　
「
大
震
災
後
、
利
根
川
堤
防
も
含
め
災
害
復
旧

工
事
を
い
く
つ
か
請
け
負
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
私

た
ち
地
域
建
設
業
は
地
域
の
安
全
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
っ
て
い
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
創
業
１

０
０
年
以
上
に
な
る
が
、
学
び
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
地
域
に
お
返

し
し
て
い
か
な
く
て

は
」
と
石
井
さ
ん
。

地
域
に
生
き
る
建

設
業
界
の
一
員
と
し

て
、
本
気
で
備
え
な

く
て
は
と
自
ら
に
言

い
聞
か
せ
、
改
め
て

防
災
へ
の
決
意
を
固

め
て
い
る
。

■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

土
木
・
建
設
業
界
は

全

国
約
２
万
社
の
建
設
企
業
が

都
道
府
県
ご
と
に
建
設
業

団
体
を
組
織

そ
の
地
域
団

体
が
一
般

社
団
法
人

全
国
建
設

業
協
会
の

会
員
を
構

成

地
域
経
済
社
会
を
支
え

る
基
幹
産
業
と
し
て
雇
用
の

維
持
を
は
じ
め

河
川
・
道

路
な
ど
環
境
保
全
や
災
害
時

の
応
急
復
旧
活
動

社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む

す
ぐ

れ
た
技
術
者

技
能
者
の
確

保
や

将
来
に
わ
た

て
技

術

技
能
の
継
承
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
も
活
動
の
大
き

な
柱
だ

演習参加 改めて防災への決意

北海道の風景街道はいかにも美しい

11 ルートを指定

土
の
う
積
み

　

調
印
し
た
の
は
、
ト
ヨ
タ
レ
ン

タ
リ
ー
ス
札
幌
／
グ
ラ
ン
ビ
ス
タ

ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
／
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
／Follow

 M
e 
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の
４
社
。

　

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
札
幌

は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
多
く
配

備
し
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

を
実
施
。「
ア
ク
ア
」
を
レ
ン
タ

ル
し
た
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
、
水

に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら

ル
ー
ト
を
巡
り
、
地
域
の
魅
力
を

発
見
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企

画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
、
歴

史
と
伝
統
が
あ
り
早
く
か
ら
地
域

食
材
を
使
っ
た
道
産
料
理
を
提

供
。
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
各

ル
ー
ト
の
食
材
を
使
っ
た
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
の
企
画
や
、
ホ
テ
ル
内
で

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
活
動
や

美
し
い
ル
ー
ト
の
風
景
Ｐ
Ｒ
な
ど

も
続
け
て
い
る
。

　

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
は
、
市
町
村
と
の
防
災
協
定

や
モ
ニ
タ
付
き
自
動
販
売
機
を
活

用
し
た
災
害
情
報
提
供
な
ど
社
会

貢
献
を
展
開
。
自
販
機
を
活
用
し

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
活
動

Ｐ
Ｒ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
へ
の
協

賛
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ
支
援

な
ど
を
し
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
拠
点
を

お
くFollow

 M
e Japan

は
、

日
本
へ
の
ツ
ア
ー
を
専
門
に
北
海

道
へ
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
し
た

先
駆
者
。
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
ド
ラ

イ
ブ
企
画
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国

内
で
の
旅
行
商
談
フ
ェ
ア
で
、
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
の

Ｐ
Ｒ
に
も
積
極
的
だ
。

　
「
連
携
に
よ
る
地
域
力
の
強
化
」

が
テ
ー
マ
の
活
動
発
表
で
紹
介
さ

れ
た
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
活
動

概
要
は
次
の
通
り
。

【
南
十
勝
夢
街
道
】

　

地
域
の
学
校
は
、
ル
ー
ト
団
体

や
学
校
運
営
者
、
児
童
・
家
庭
に

も
良
い
活
動
の
場
だ
。
運
動
の
思

い
を
伝
え
て
子
供
た
ち
の
関
心
を

引
き
出
し
、
子
供
た
ち
自
身
が
地

域
の
お
勧
め
情
報
を
話
し
合
い
、

マ
ッ
プ
化
し
て
地
域
を
Ｐ
Ｒ
し
案

内
す
る
機
会
を
作
り
、
自
慢
や
誇

り
を
も
つ
。
道
央
圏
の
親
子
を
対

象
に
児
童
の
お
勧
め
ポ
イ
ン
ト
を

盛
り
込
ん
だ
企
画
「
親
子
で
行
く

南
十
勝
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
と
い
う

１
泊
の
ツ
ア
ー
を
実
施
。
参
加
者

の
大
半
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に「
満
足
」

と
回
答
し
た
。
南
十
勝
全
体
の
マ

ッ
プ
に
子
供
た
ち
の
お
勧
め
を
入

れ
た
「
お
宝
マ
ッ
プ
」
を
制
作
し
、

今
後
も
子
供
た
ち
の
提
案
に
耳
を

傾
け
継
続
し
て
い
く
。

【
萌
え
る
天
北
オ
ロ
ロ
ン
ル
ー
ト
】

　
「
留
萌
っ
て
ど
こ
」
と
聞
か
れ

た
り
、
地
元
で
も
自
分
の
町
や
隣

町
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
が
多
か

っ
た
の
で
、
８
市
町
村
の
情
報
を

つ
な
ぎ
、
自
分
た
ち
の
力
で
発
信

し
よ
う
と
始
め
た
。
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
「
る
も
い
ｆ
ａ
ｎ
」、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、
手
描
き
オ
ロ
ロ
ン
マ

ッ
プ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
局
「
Ｆ
Ｍ
も
え
る
」

な
ど
で
暮
ら
し
の
中
の
情
報
を
発

信
、
継
続
し
評
価
を
得
た
。
オ
ロ

ロ
ン
マ
ッ
プ
に
は
大
勢
の
思
い
が

詰
ま
り
一
枚
一
枚
が
繋
が
っ
て
い

る
。
観
光
連
盟
と
も
連
携
し
て
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
。

最
優
秀
賞
に

南
十
勝
夢
街
道

民
間
企
業
と
連
携
強
化
…
４
社
と
包
括
連
携
協
定
調
印
式

５

奈良優子広報担当

秋田杉をふんだんに使いぬくもりある

館内では、特産の食用ほおずき・こはぜや地場産

の旬野菜を毎日提供中。当駅限定スイーツも用意

しています。レストランでは、昔からの食文化を

生かした馬肉料理も好評です。コアニチドリの里

なので、山野草展示会も隔月開催します。

秋田県上小阿仁村小沢田字向川原66－1

国道285号 0186－77－3238

見定広明取締役支配人

吉野川、剣山、独特なうだつの街並み

など360度眺望可の展望塔がシンボルです。あらゆ

る情報の案内館があり、レストランでは特産の阿

波尾鶏料理、半田そうめん、手づくりジェラート

・豆腐が好評です。パークゴルフ場（27ホール、

無料）では小人から大人まで楽しめます。

徳島県美馬郡つるぎ町貞光字大須賀11－1

国道192号 0883－62－5000

白木弘一駅長

世界遺産の荻町合掌集落から北へ2㎞

にあり、合掌造りのイメージを演出した施設です。

合掌造りの構造や、屋根の葺き替え作業方法など

見学できる合掌ミュージアムを併設しています。

食堂では熊肉を使った熊うどん、熊汁定食、当駅

オリジナルの の実ソフトが人気です。

岐阜県白川村飯島411

国道156号 05769－6－1310
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